






緒言 

肝薬物代謝酵素系一 Mixed Function Mono oxygenase(MFO)系一の変化を,肝組織をとり出

すことなく知るために,今回我々はアスピリン(アセチルサリチル酸)をもちいて薬物負荷

による MFO活性測定法に関して検討した。薬物風荷による方法に関しては,すで幾つかの報

告があるが,これらは薬物投与後経時的に血中濃度を測定して,その半減期の変化をもとめ

ることによるものであり,被験者に長時間の拘束を強いる必要がある。アスピリンは,生体

内でサリチル酸(SA)になり,主に肝ミクロソームの MFO 系によって水酸化され,ゲンチシン

酸(GA)になることが知られている。SA,GA およびこれらのグリシン抱合体(Salicyluric 

acid:SU,Gentisuncacid:GU)さらに,これら 4種のグルクロン酸抱合体が尿中に排泄される

ことが知られている。したがって,この尿中に排泄される MFO系に依存した GA 量を測定す

ることによって,肝ミクロソームのチトクロームP-450量あるいはMFO活性の変化を知るこ

とができ,さらには,この酵素系の強い誘導剤であるポり塩化ビフェニール等の健康影響調

査に利用できるのではないかと考えられる。 

上記の仮説にしたがって,アスピリンの尿中代謝物の測定法を検討しポリ塩化ビフェニー

ル(KC-500)で前処理したラットにアスピリンを経口投与して,尿中代謝物と肝ミクロソー

ムのチトクローム P-450 量との関連の検討を開始した。今回は,これまで得られた結果を報

告する。 


